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阿智村消防技術大会 
　６月28日（日）、阿智中学校のグランドにおい
て、村の消防技術大会が行われ、全12チームが
ポンプ操法技術を競い合いました。 
（関連：フォトリポート） 

小型ポンプ操法の部 

優勝  5分団B ・準優勝  7分団B ・ 3位  5分団A

5分団Ｂチーム 
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長寿医療（後期高齢者医療）の被保険者の皆様へ 長寿医療（後期高齢者医療）の被保険者の皆様へ 

新しい保険証（黄色）を交付します 新しい保険証（黄色）を交付します 
8月1日付け

 

　現在お使いいただいております保険証（ 橙色 ）は、有効期限が平成21年7月31日と
だいだいいろ

なっており、間もなく有効期限となることから、被保険者の方全ての保険証を定期更新

し、新しい保険証（黄色）を交付します。

　長寿医療（後期高齢者医療）制度では、有効期限を定めた保険証を被保険者に交付し

なければならないこととされており、長野県後期高齢者医療広域連合では毎年7月31日

（制度施行年の7月31日を除く。）を有効期限とし、8月1日付けで保険証の定期更新を

行うことになっています。

　なお、保険証に記載されている一部負担金の割合（1割又は3割の判定）は、毎年8月

1日現在の世帯状況や所得状況に基づき判定を行っています。

【保険証に関する注意事項】

○平成21年8月1日以降、お医者さんにかかるときには必ず窓口で、今回交付した新しい保険証（黄色）

をご提示ください。

○有効期限の過ぎた古い保険証（ 橙色 ）は、ご自身で裁断するなどして破棄していただいて結構です。
だいだいいろ

○保険証は失くさないよう大切に保管してください。汚損・破損等した場合は、役場本庁へ申請いただけれ

ば再発行できます。その際、汚損・破損等した保険証は申請書といっしょに提出してください。

○被保険者の資格がなくなったとき、転出または転居の際は、保険証を添えて、役場本庁へ届け出てくださ

い。

○一部負担金の割合に変更がある場合など保険証の記載事項に変更があった場合は、有効期限の期間内で

あっても被保険者証が差し替え（変更）となります。差し替え（変更）前の保険証は、以降絶対に使用し

ないで、速やかに、役場本庁へ返還してください。

【保険証に関するお問い合わせ】

○長野県後期高齢者医療広域連合または役場本庁　健康・保健係（電話）43－2220  へお問い合わせく

ださい。

長野県後期高齢者医療広域連合
資格管理課　資格管理係

〒380－0935　長野市大字中御所79－5　ＮＯＳＡＩ長野会館2階

（電話）026－229－5320

●●● 長寿医療の被保険者の皆様へ ●●●
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【一部負担金の割合の判定の流れ（平成21年1月から】

本人及び同じ世帯にいる被保険者の市町

村民税課税標準額がいずれも145万円

未満である。 

本人の前年の収入が、383万円

未満である。 

本人及び同じ世帯にいる長寿医療

制度の被保険者の前年の収入合計

額が520万円未満である。 

本人及び同じ世帯の70

歳から74歳までの方の

前年の収入合計額が

520万円未満である。 

1割負担 

1割負担 

3割負担 

基準収入額適用 

申請をし、認められると 

同じ世帯にいる長寿医療制度の被保険者は本人のみである 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

新しい保険証 

お詫びと訂正 
長野県後期高齢者医療広域連合から被保険者の皆様へ 
広域連合から送付される案内通知冒頭後段「8月31日から翌年7月31日までの1年間」となってい
ますが、正しくは「8月1日から翌年7月31日までの1年間」です。訂正してお詫びいたします。 

●●● 長寿医療の被保険者の皆様へ ●●●
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●●● 国民健康保険税のお知らせ ●●●
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
な
ど
、
大
幅
な
改
革
の
二
年
目
に
あ

た
る
今
年
度
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
引
き
下
げ
て
き
た
税
率
を
、
医
療

費
や
医
療
制
度
の
動
向
等
を
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極
め
る
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要
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あ
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け
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。
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率
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清
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さ
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に
、
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資
産
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が
発
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ま
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、
所
得
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の
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で
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れ
ま
し
た
。
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、
年
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た
り
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療
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八
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町
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十
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清
内
路
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く
、

前
年
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か
ら
は
減
少
し
て
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ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
の
結

果
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
医
療
費
の
増
加
傾

向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
徴
収
率
が
、
現
年

度
・
滞
納
繰
越
分
合
わ
せ
て
、
八
十
八
、

七
三
％
で
、
前
年
度
比
二
・
一
一
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減
少

し
て
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る
の
も
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念
さ
れ
ま
す
。
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保
財
政
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整
基
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併
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よ
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な
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を
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め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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内
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二
四
〇
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二
四
一
）
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に
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一般国保及び退職国の合計。老人医療（後期高齢者医療）対象者は 

含まない。 

H18年度より旧浪合村を合算。（H20年度は旧清内路村は含まない） 

（百万円） （人） 
医療費総額・平均被保険者数 

296
317

378 377
400

（1,514） 

（1,557） 

（1,514） 

（1,557） 

（1,708） 
（1,695） 

（1,711） 

人数 

医療費 

保険税

限度額

世帯別 

平等割

（円）

被保険者

均等割

（円）

資産割

（％）

所得割

％
区　分

47万円15,10010,20012.283.35
医療給付

費分

12万円6,4008,2009.722.10 
後期高齢者

支援金分

10万円6,0007,7009.951.64
介護

納付金分

前年の所得に応じて均等割額・平等割額を軽減します。

税  率  表
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●●● 介護保険制度について ●●●

ご存じですか？介護保険制度 ご存じですか？介護保険制度 ご存じですか？介護保険制度 
～介護保険サービスの利用料の減免について～ 

No.5

　介護保険のサービスを利用すると、利用料の１割負担分と保険適用外の自費分をお支払いい

ただきます。介護保険では利用料等を減免したり、補助したりする制度が設けられていますの

でご紹介します。

各種制度の詳しいことは役場民生課介護保険担当までおたずね下さい。
（TEL 43－2220  内線242）

●負担限度額認定

施設に入所したときや、ショートステイを利用したときの食費と居住費を減額します。

（対 象 者）住民税非課税世帯に属している方

（利用方法）「介護保険特定負担限度額認定申請書」を役場民生課へ提出して下さい。

対象となる方には、「負担限度額認定証」を交付します。認定証は利用する施設に提示して下

さい。

●高額介護サービス費

1ヶ月の利用料の１割負担分が一定の基準（上限額）を超えたとき、超えた分を支給します。

（対 象 者）

（利用方法）対象となる方へは「高額介護サービス費支給申請書」を送りますので、役場民生課へ提出し

て下さい。該当になった初回のみの申請となりますので、2回目以降は手続きが不要です。

自己負担の上限額世帯の課税状況

15,000円生活保護世帯の方

24,600円住民税非課税世帯に属する方

37,200円上記に該当しない方

●社会福祉法人による介護保険利用者負担減免

社会福祉法人が実施する訪問介護、通所介護、ショートステイについて、その利用料の一部を減免します。

（対 象 者）住民税非課税世帯で老齢福祉年金を受給している方

生活保護法の要保護者に準ずる方

（利用方法）「介護保険社会福祉法人等利用者負担減免対象確認申請書」を役場民生課へ提出して下さい。

対象となる方には、「社会福祉法人利用者負担減免確認証」を交付します。該当する事業所へ

提示して下さい。

●介護扶助金（阿智村独自の制度です）

介護サービス事業所へ支払いした利用料等の一部を補助します。

（対 象 者）在宅の介護サービスを利用している方で収入が96万円未

満の方

（利用方法）「介護扶助金対象確認申請書」を役場民生課へ提出して下

さい。対象となった方は、事業所に支払った利用料等の領

収書と印鑑を持参のうえ、役場民生課へお出かけ下さい。
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（阿智・清内路地区）

徴収金基準額（月額）各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分

3歳以上児の
場合（円）

3歳未満児の
場合（円）

定　　　義階層区分

00生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む）第1階層

6,300
9,400

（7,000）
市町村民税
非課税世帯

第1階層及び第4階層～第
7階層を除き、前年度分の市
町村民税額の区分が次の区
分に該当する世帯

第2階層

11,100
15,800

（12,000）
村民税課税世帯第3階層

15,300
22,500

（18,500）

20,000円未満

第1階層を除き、前年度分
の所得税課税世帯であって、
その所得税の額の区分が次
の区分に該当する世帯

第4－1階層

17,900
20,000円以上
40,000円未満

第4－2階層

20,000
32,300

（24,500）
40,000円以上
103,000円未満

第5階層

21,200
39,100

（29,500）
103,000円以上
413,000円未満

第6階層

22,000
42,500

（32,000）
413,000円以上第7階層

＊同一世帯で同時に2人以上の児童が入所している場合、保育料が軽減されます。

　・同時入所児童のうち1人目は全額徴収。

　・同時入所児童のうち2人目は1/2徴収。

＊3子目以降の3歳以上児は全額免除、3歳未満児は1/2徴収。

＊第2・3階層の母子・父子世帯、障害者のいる世帯は減免があります。

　・第2階層は免除・第3階層は1,000円減額。

＊阿智村に住所を有する広域入所児童1人あたり、徴収基準額に5,000円を加算します。

（平成20年度保育料と変更なし） 

平成21年度の保育料の徴収基準額が、次のようになります。

今年度は、税法等に変更が無いため階層区分・徴収基準額とも昨年度と同様とします。

阿智地区及び清内路地区に住所を有する第3子以降の3歳以上の児童にかかる保育料は

全額免除に、また3歳未満の児童にかかる保育料は半額免除となります。

（　　）……　3歳到達児の保育料
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＊同一世帯で同時に2人以上の児童が入所する場合、保育料が軽減されます。

　・同一入所児童のうち1人目は全額徴収。

　・同一入所児童のうち2人目は1/2徴収。

　・同一入所児童のうち3人目は1/10徴収。

＊第2・3階層の母子・父子世帯、障害者のいる世帯は減免があります。

　・第2階層は免除・第3階層は1,000円減額。

（浪合地区）

徴収金基準額（月額）各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分

3歳以上児
の場合（円）

3歳未満児
の場合（円）

定　　　義階層区分

00生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む）第1階層

6,0009,000
市町村民税
非課税世帯

第1階層及び第4階層～第7
階層を除き、前年度分の市町
村民税額の区分が次の区分
に該当する世帯

第2階層

8,00012,000村民税課税世帯第3階層

10,00015,00040,000円未満

第1階層を除き、前年度分
の所得税課税世帯であって、
その所得税の額の区分が次
の区分に該当する世帯

第4階層

12,00018,000
40,000円以上
103,000円未満

第5階層

14,00021,000
103,000円以上
413,000円未満

第6階層

16,00024,000413,000円以上第7階層

電源立地地域対策交付金事業 電源立地地域対策交付金事業 電源立地地域対策交付金事業 電源立地地域対策交付金事業 
　電源立地対策交付金は、電源用施設のある地域で行われる公共用施設整備や住民福祉の

向上のために行う事業に対して交付金を交付することにより、発電用施設の設置に係る地

元に理解促進等を図ることを目的として国から交付されます。

　阿智村では、電源立地交付金を認可保育所の保育士給料の一部に活用しています。

交付金事業名称　　　福祉サービス提供事業（保育所運営費）

平成20年度交付金額　　　　　　　　7,112,000円

お問い合わせ　教育委員会　子育て支援室　（TEL 45－1231）
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おしらせ 

農
地
・
農
業
相
談
日
の

開
設
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
遊
休
荒
廃
地
対
策
と
し
て
、

振
興
作
物
は
も
ち
ろ
ん
、
新
し
い
作
物
の

作
付
け
を
奨
励
し
な
が
ら
、
農
地
を
復
活

さ
せ
る
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

　

村
の
農
業
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
、
地

域
で
取
り
組
み
た
い
作
物
、
新
し
く
農
業

を
や
ろ
う
と
す
る
方
、
農
地
を
貸
し
た
い

人
、
借
り
た
い
人
な
ど
農
業
に
関
す
る
な

ん
で
も
相
談
会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す

の
で
、
ど
な
た
で
も
役
場
農
業
委
員
会
窓

口
に
お
こ
し
下
さ
い
。

日　

時　

毎
月
第
三
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
六
時
〜
八
時
受
付

　

二
十
一
年　
　

七
月　

十
五
日

　
　
　
　
　
　
　

八
月　

十
九
日

　
　
　
　
　
　
　

九
月　

十
六
日

　
　
　
　
　
　
　

十
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　

十
一
月　

十
八
日

　
　
　
　
　
　

十
二
月　

十
六
日

　

二
十
二
年　
　

一
月　

二
十
日

　
　
　
　
　
　
　

二
月　

十
七
日

　
　
　
　
　
　
　

三
月　

十
七
日

場　

所　

阿
智
村
役
場

問
い
合
せ
先

　
　
　
　

阿
智
村
農
業
委
員
会
事
務
局

電　

話　

四
三
ー
二
二
二
〇（

内
線
二
二
六
）

　平成21年度阿智村農作業標準労賃、機械作業料金

１．食事は、労務者持ちとします。
２．１日の労働時間は、実働8時間とします。
３．消費税5％は、内税とします。（機械作業のみ）
４．男女雇用機会均等法により、農作業標準労賃を同額にしてあります。

（単位：円）

摘 要標準労賃・機械作業料金単 位作業別種類

6,4001日当り一 般 作 業
稲  
作

6,500〃田 植 作 業

◎散布機持ち込み1,6001時間当り防 除 作 業

6,4001日当り畑 作 一 般 作 業

1,6001時間当りせ ん 定 作 業
果  
樹

8501時間当り花 付 け 作 業

6,4001日当り一 般 作 業

◎労務受託のみ1,6001時間当り機械オペレーター

機
械
作
業
（
特
殊
田
は
別
途
考
慮
）

◎但し、15cm耕起を標準とする。
　なお、面積3アール以下のほ場については、20%増とする。
　あげ代を条件とする。

8,500１０アール当り耕 起 の み

12,500〃代 か き の み

(機械借料のみ5,000円)10,000〃田 植 作 業

◎結束ひも付
◎倒伏田・軟弱田は20%増しとする。(機械借料のみ5,000円)

10,000〃刈 取 作 業
( バ イ ンダー )

◎面積3アール以下のほ場は、20%増しとする。
(機械借料のみ5,000円)

10,500〃ハ ー ベ ス タ ー

◎玄米　水分18％未満600
1俵当り乾 燥 の み

◎玄米　水分18％以上900

◎技術者付き1俵当り
◎20俵以下は20%増しとする。

900〃も み す り

◎補助者は委託者が手配する。
◎倒伏田・軟弱田は20%増しとする。

22,000１０アール当り自 脱 型
コ ン バ イ ン

◎農薬は委託者持ち3,500〃Ｓ . Ｓ 防 除 作 業
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阿
智
村
浪
合
診
療
所
に

 

澤
医
師
が
着
任

　

長
野
県
衛
生
部
の
人
事
異
動
に
伴
い
、

阿
智
村
浪
合
診
療
所
の
医
師
が
四
月
一
日

よ
り
「
�
澤
智
彦
（
や
な
ぎ
さ
わ
さ
と
ひ

こ
）
医
師
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
昨
年
度

と
同
様
に
飯
田
市
立
病
院
か
ら
週
に
三
日

（
月
・
水
・
金
）
午
前
中
の
半
日
派
遣
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

�
澤
医
師
は
、
昭
和
四
十
八
年
生
ま
れ

長
野
市
出
身
で
、
平
成
十
一
年
三
月
に
自

治
医
科
大
学
卒
業
後
、
県
内
医
療
機
関
に

勤
務
さ
れ
、
平
成
十
七
年
五
月
よ
り
平
成

十
八
年
四
月
ま
で
は
阿
智
村
浪
合
診
療
所

に
勤
務
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

自
治
医
科
大
学
で
二
年
間
、
平
成
二
十
一

年
三
月
ま
で
は
県
立
阿
南
病
院
に
勤
務
さ

れ
、
四
月
一
日
よ
り
飯
田
市
立
病
院
に
赴

任
さ
れ
ま
し
た
。
専
門
は
外
科
全
般
で
す
。

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
月
間
」
で
す

�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�
と
は

　
�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�
と
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
も
、ま
た
、

社
会
復
帰
を
果
た
す
場
も
地
域
社
会
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
、

非
行
を
し
た
少
年
た
ち
の
更
生
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
本
人
の
意
欲
と
併

せ
、
そ
の
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

現
在
深
刻
な
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
少

年
非
行
や
薬
物
濫
用
を
抑
え
、希
薄
と
な
っ

た
地
域
の
連
帯
や
家
族
の
絆
を
取
り
戻
し
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
毎
年
七
月
を
強
調
月
間

と
し
て
、
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、
様
々
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
保
護
司
・

更
生
保
護
女
性
会
が
中
心
と
な
り
、
学
校

巡
り
や
小
集
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
四
月
か
ら

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

〈
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
〉

○
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

の
方
全
員
が
、
一
年
間
（
毎
年
八
月
〜

七
月
末
）
に
お
支
払
い
さ
れ
た
医
療
保

険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計

し
、
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の

超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

〜
こ
の
よ
う
に
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
〜

〈
夫
婦
二
人
世
帯
の
例
〉（
と
も
に
七
十
二

歳
・
市
町
村
民
税
非
課
税
）

○
こ
れ
ま
で
は
、
例
え
ば
、
一
年
間
で
、

医
療
保
険
で
二
十
五
万
円
、
介
護
保
険

で
二
十
五
万
円
を
支
払
い
、
年
間
の
負

担
が
五
十
万
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、

○
こ
れ
か
ら
は
、年
間
五
十
万
円
を
支
払
っ

た
後
、
支
給
の
申
請
を
す
る
と
、
基
準

額
・
三
十
一
万
円
を
超
え
た
金
額
（
十

九
万
円
）を
お
返
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、

年
間
の
負
担
が
三
十
一
万
円
に
と
ど
ま

り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

　

阿
智
村
役
場  
民
生
課  
福
祉
係

ま
た
は  
健
康
・
保
健
係

　

�
四
三－

二
二
二
〇

（
内
線
二
四
〇
・
二
四
一
・
二
四
二
）

医療と介護の自己負担合算後の基準額（年額）

医療保険＋介護保険
（70歳未満の方）

医療保険＋介護保険
（70～74歳の方）

後期高齢者医療制度＋
介護保険
（75歳以上の方）

区　　　　分

126万円（168万円）67万円（89万円）67万円（89万円）現役並み所得者（課税所得145万円以上の方）

67万円（89万円）56万円（75万円）56万円（75万円）一般（市町村民税課税世帯の方）

34万円（45万円）31万円（41万円）31万円（41万円）低所得者（市町村民税非課税世帯の方）

34万円（45万円）19万円（25万円）19万円（25万円）
世帯の各収入から必要経費・控除を差し
引いたときに所得が0円になる方（年金
収入のみの場合80万円以下の方）

※計算期間は、毎年8月から翌年7月までの12ヵ月間です。
　ただし、施行初年度は平成20年4月から平成21年7月までの16ヵ月間になり、上表の（　　）内の金額になります。

�澤智彦医師
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おしらせ 

男
女
共
同
参
画
を

す
す
め
ま
し
ょ
う

　
『
男
女
共
の
会
』で
は
、五
月
十
六
日
上
田

市「
ら
い
て
う
の
家
」現
地
視
察
し
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
七
日
、
長
野
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
�
あ
い
と
ぴ
あ
�
に
て
男
女

共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
、
佐
々

木
常
夫
さ
ん
（
�
東
レ
経
済
研
究
所
代
表

取
締
役
）
の
「
私
は
仕
事
も
家
族
も
決
し

て
あ
き
ら
め
な
い
」
を
聴
講
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
七
月
は
こ
の
二
ヶ

月
の
活
動
を
振
り
返
り
意
見
交
換
会
。
八

月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
に
は
、
広
岡
守

穂
（
中
央
大
学
教
授
）
講
演
会
「
妻
が
僕

を
変
え
た
日
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
『
男
女
共
の
会
』
は
、
今
年
度
村
づ
く

り
委
員
会
に
登
録
し
、
活
動
の
幅
を
広
げ

て
行
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
男
女
共
の

会
は
何
で
も
出
来
る
会
で
す
。
視
察
や
講

演
会
な
ど
に
出
向
き
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ

と
や
村
内
の
若
い
人
た
ち
の
困
っ
た
こ
と

や
嬉
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
参
考
に
し
、

今
後
の
阿
智
村
の
男
女
共
同
参
画
社
会
を

推
進
し
、
生
活
に
繁
栄
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

協
働
活
動
推
進
課　

四
三
ー
二
二
二
〇

（
内
線
五
一
〇
）

阿
智
村
に
住
み
た
い
方
の
た
め
に
、

空
き
家
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

■
空
き
家
情
報
活
用
制
度
へ
ご
登
録
を
�

　

村
内
の
い
く
つ
か
の
集
落
で
は
、少
子
化

や
高
齢
化
、人
口
の
自
然
減
な
ど
に
よ
り
集

落
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
な
集
落

が
で
き
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の

集
落
を
解
消
し
て
い
く
た
め
、村
で
は
、集

落
内
の
空
き
家
活
用
を
促
進
し
定
住
者
を

増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て「
阿
智
村
空

き
家
情
報
活
用
制
度
」を
設
け
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
村
内
の
空
き
家
で
賃
貸

や
売
買
可
能
な
物
件
に
つ
い
て
、
所
有
者

に
よ
り
村
の
窓
口
に
登
録
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
を
必
要
と
す
る
方

に
も
村
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
双
方
情

報
交
換
を
行
い
、
空
き
家
利
用
の
促
進
を

は
か
る
も
の
で
す
。

＊
た
だ
し
、
具
体
的
な
物
件
の
賃
貸
に
つ

い
て
は
、当
事
者
間
の
契
約
と
な
り
ま
す
。

■
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
と
、
次
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
「
ぬ
く
も
り
の
田
舎
暮
ら
し
推
進
事
業

補
助
金
」
制
度
に
よ
り
、
空
き
家
の
賃

(

貸
・
売
買
な
ど
の
た
め
に
必
要
な
整
備 
ゴ

)

ミ
の
廃
棄
、
雨
漏
り
修
繕
な
ど 
経
費
の

二
分
の
一
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

補
助
金
の
限
度
額
は
二
十
万
円
ま
で
と
し
、

一
物
件
一
回
限
り
の
助
成
と
し
ま
す
。

②
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
、
空
き
家

情
報
と
し
て
情
報
の
発
信
を
い
た
し
ま
す
。

(
)

 
ご
希
望
に
よ
り 

③
空
き
家
利
用
希
望
者
に
は
、
村
に
住
む

宣
誓
書
と
個
人
情
報
を
登
録
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
賃
貸
の
連
絡
調
整
が
比
較
的
に

ス
ム
ー
ズ
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
役
場
窓
口
に
訪
れ
る
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望

者
へ
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
の
お
申
し
込
み
・
手
続
き
な
ど

　

阿
智
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
//w
w
w
.vill.a

c
h
i.n
a
g
a
n
o
.jp
/

 
   
   
 
 
       
 
 
   
 
 
 
 
 
   
 

へ
要
綱
・
申
込
書
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

役
場
窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
】

阿
智
村
役
場　

協
働
活
動
推
進
課

定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

�
〇
二
六
五－

四
三－

二
二
二
〇

（
内
線
五
一
二
）

�
〇
二
六
五－

四
三－

三
九
四
〇

E  

-m
ail:info@

vill.achi.nag
ano.jp

  
          
             
      

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を

お
送
り
し
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成
二
十
一
年
四

月
よ
り
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
現
役

加
入
者
の
皆
さ
ま
に「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

を
毎
年
誕
生
月
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
は

・
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
と
年
金
加

入
履
歴

・
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額

・
こ
れ
ま
で
の
年
金
保
険
料
の
納
付
額

・
月
ご
と
の
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

　

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
よ
り
年
金
記

録
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
年
金
記
録
に

「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
同
封
の
回
答
票
に
て
、
ご
回
答
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
大
切
な
年
金
記
録
を
正
し
い

も
の
に
す
る
た
め
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

に
よ
る
年
金
記
録
の
ご
確
認
に
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

〇
五
七
〇（
〇
五
八
）五
五
五　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

〇
三（
六
七
〇
〇
）一
一
四
四　

受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　

午
前
九
時
〜
午
後
八
時

　

第
二
土
曜
日　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　
（
祝
日
・
十
二
月
二
十
九
日
〜
一
月
三
日
を
除
く
）
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平
成
二
十
年
度

チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
A
c
h
i

決
算
報
告
書

　
「
だ
れ
で
も
」「
い
つ
で
も
」「
い
つ
ま
で

も
」
会
員
と
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
の
活
動
が
六

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
度
も
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の
助
成
金

（
百
万
円
・
二
十
一
年
度
も
同
額
）
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
村
の
補
助
と
皆
様
方
の

会
費
、
受
講
料
を
有
効
に
活
用
さ
せ
て
頂

き
、
ス
ポ
ー
ツ
系
講
座
十
八
種
目
、
文
化

系
講
座
十
種
目
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
度
は
、
各
種
講
座
の
内

容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
で
健
康
づ
く
り
、仲
間
づ
く
り
、

競
技
力
向
上
等
に
楽
し
い
み
ん
な
の「
チ
ャ

レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
」
と
し
て
活
動
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

【収入の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　   ［単位：円］
内　　　　容増　　減決 算 額予 算 額項　　目

個人212×2000、ファミリー55×5000△ 139,000701,000840,000会　　費

講座参加費△ 222,0001,178,0001,400,000参 加 費

村より（内100万円がtoto助成金）02,000,0002,000,000補 助 金

7,0808,0801,000そ の 他

△ 353,9203,887,0804,241,000合　　計

【支出の部】
内　　　　容

増　　減決 算 額予 算 額項　目
クラブ運営文化メニュースポーツメニュー

145,0001,408,500△  248,5001,553,5001,802,000諸 謝 金

△  42,000042,000備 品 費

104,70134,43363,265△ 177,601202,399380,000消耗品費

286,958△ 52,042286,958339,000印刷製本費

28,90063,750△ 110,35092,650203,000借料及び
損　　料

△  51,000051,000通 信 費

1,726,800322,8001,726,8001,404,000賃　　金

94523,8284,77324,77320,000雑役務費

2,118,459209,2781,559,343△ 353,9203,887,0804,241,000合　　計

平成20年度　チャレンジゆうAchi　決算書

木
造
住
宅
耐
震
診
断

申
込
み
受
付

　

専
門
家
に
よ
る
無
料
の
耐
震
診
断
の
申

込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

本
人
の
費
用
負
担
な
し
（
無
料
）
で
、

村
が
専
門
家
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
。

○
対
象
住
宅

村
内
に
あ
る
、昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十

一
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
戸
建
住
宅
。

○
申
請
者

　

対
象
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

○
費
用

申
請
者
の
方
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
（
無
料
）

○
申
込
み
受
付

診
断
を
ご
希
望
の
方
は
、
平
成
二
十
一

年
八
月
末
ま
で
に
役
場
総
務
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

○
そ
の
他

既
に
簡
易
耐
震
診
断
を
受
け
た
方
で
、

詳
し
い
診
断
に
よ
り
、
耐
震
改
修
を
検

討
さ
れ
る
場
合
は
、
精
密
診
断
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
せ

　

役
場
総
務
課　

�
四
三－

二
二
二
〇

（
内
線
二
七
二
）

阿
智
村
東
山
道
・
園
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー「
は
ゝ
き
木
館
」

夏
季
展
示
「
渥
美
邦
三
の

撮
る
富
士
見
台
の
世
界
」

の
お
知
ら
せ

　
「
は
ゝ
き
木
館
」
で
は
、
七
月
一
日
か

ら
夏
季
展
示
「
渥
美
邦
三
の
撮
る
富
士
見

台
の
世
界
」
を
開
催
し
ま
す
。「
恵
那
山

と
富
士
見
台
を
愛
す
る
会
」
を
主
宰
し
、

富
士
見
台
の
自
然
保
護
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
富
士
見
台
の
写
真
を
撮
り
続
け
る
地

元
の
渥
美
邦
三
氏
の
富
士
見
台
の
写
真
個

展
で
す
。
渥
美
氏
お
気
に
入
り
の
冬
の
富

士
見
台
を
中
心
に
、
四
季
折
々
の
富
士
見

台
の
写
真
や
草
花
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

●
期
間　

平
成
二
十
一
年

　
　
　
　
　

七
月
一
日
〜
九
月
十
五
日

●
入
場
無
料

●
関
連
イ
ベ
ン
ト

八
月
十
六
日
（
日
）
午
後
二
時
〜

渥
美
邦
三
氏
に
よ
る
展
示
写
真
解
説

入
場
無
料

お
問
い
合
せ

阿
智
村
東
山
道
・
園
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

「
は
ゝ
き
木
館
」

�
・
�
〇
二
六
五－

四
四－

二
〇
一
一

h
ttp
://w

w
w
.vill.a

c
h
i.n
a
g
a
n
o
.

 
   
    
 
 
       
 
 
   
 
 
 
 
 
 

jp
/vis
ito
r/in
d
e
x.h
tm
l

  
    
   
    
 
 
   
  
 

お問い合わせ　チャレンジゆうAchi事務局（�43－2061）
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おしらせ 

村
職
員
等

【
ふ
る
さ
と
整
備
課
】

▽
農
政
係
長　

熊
谷
朋
宏
（
協
働
活
動
推

進
課
）

【
協
働
活
動
推
進
課
】

▽
熊
谷
正
俊
（
ふ
る
さ
と
整
備
課
農
政
係

長
）

▼
退
職
者
（
六
月
三
十
日
付
）

▽
水
上
宗
光
（
企
画
参
事
）

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異
動動動動動動動動動動動動動動動動

人
事
異
動

〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈
平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成
二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一一一一一一一一
年年年年年年年年年年年年年年年年
七七七七七七七七七七七七七七七七
月月月月月月月月月月月月月月月月
一一一一一一一一一一一一一一一一
日日日日日日日日日日日日日日日日
〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉

〈
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
〉

（　

）
内
は
旧
任

阿
智
村
ふ
る
さ
と
づ
く
り

寄
附
金
に
つ
い
て

　

昨
年
六
月
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た「
ふ
る

さ
と
づ
く
り
寄
附
金
」で
す
が
、二
十
一
年

三
月
末
日
ま
で
に
、十
六
件
一
〇
一
万
八
千

円
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。詳
細
に
つ

い
て
は
別
表
の
と
お
り
で
、全
額
を
基
金

と
し
て
積
立
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
具
体

化
し
た
際
に
、使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

又
、定
額
給
付
金
の
支
給
に
併
せ
、三
人

の
方
よ
り
総
額
十
万
円
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。使
途
に
つ
い
て
は
、困
っ
て
い
る

方
に
役
立
つ
よ
う
今
後
考
え
て
い
き
ま
す
。

多
重
債
務
でお

悩
み
の
方
へ

相
談
・
問
合
せ
先

長
野
財
務
事
務
所「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

�
〇
二
六－

二
三
四－

二
九
七
〇

受
付
時
間　

平
日

　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
十
二
時

　

午
後
一
時
〜
四
時
三
十
分

秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
で
す
。
相
談
内
容

に
応
じ
て
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

金額（千円）件数事 業 の 種 類

201農村記録写真に関する事業

122山本慈昭平和記念館に関する事業

歴史・文化・景観保全に関する事業

101満蒙開拓平和記念館に関する事業

7554福祉、子育て支援、人材育成に関する事業

101昼神・治部坂ほか産業振興に関する事業

2117事業指定無し

1,01816計

消
防
団
員
家
族
に

商
品
券
配
布

　

村
と
消
防
団
で
は
、
六
月
二
十
七
日
に

行
わ
れ
た
消
防
技
術
大
会
の
閉
会
式
で
、

消
防
団
員
の
家
族
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
村
商
工
会
の
発
行
す
る
商
品
券
（
一

万
一
千
円
分
）
一
セ
ッ
ト
ず
つ
を
、
全
団

員
を
通
じ
て
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
券
は
、
地
域
の
安
全
を
担
う

消
防
団
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

御
家
族
に
ご
利
用
頂
く
た
め
、
感
謝
の
気

持
ち
を
表
し
、
団
員
が
二
分
の
一
を
負
担

し
、
村
が
残
り
半
分
を
六
月
の
補
正
に
よ

り
補
助
し
て
購
入
し
た
も
の
で
す
。

　

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
年
間
通
じ

て
活
動
し
て
い
る
消
防
団
で
す
が
、
特
に

春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
新
入
団
員
の
加

入
、
基
礎
訓
練
、
操
法
訓
練
な
ど
が
続
き
、

御
家
族
の
支
え
が
な
け
れ
ば
充
分
な
活
動

が
行
え
ま
せ
ん
。
今
回
配
布
し
た
商
品
券

を
有
効
に
ご
活
用
頂
き
、
今
後
も
消
防
団

活
動
を
支
え
て
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、消
防
団
員
は
年
間
通
じ
て
入
団

を
推
進
し
て
い
ま
す
の
で
、対
象
年
齢
の

方
は
是
非
入
団
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。女
性
消
防
団
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。商品券の授与（中学校グランド）

寄附金を手渡す、後藤正さん
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平成21年度自衛官等募集
採用時期合格発表試験時期受付期間採用予定人員（人）区　　分

4月（平成22年）1月（平成22年）11月9月5 陸看護技術曹

3～4月
（平成22年）

後期　1次　10月
　　最終　11月

後期　1次　  9月
　　　2次　10月

後期　　
8～9月

4,200（156）
923 （  75）
900 （  90）

陸
海
空

一 般 曹 候 補 生

1～4月
（平成22年度）

その都度受付時に指定8～9月
1,050　　　 
636　　　 
300　　　 

陸
海
空

男子

2等
陸・海・空士

3～4月
（平成22年度）

11月9月8～9月
250　　　 
80　　　 
50　　　 

陸
海
空

女子

3～4月
（平成22年度）

1次　10月
2次　11月
最終　1月

（平成22年）

1次　　　　   9月
2次　　　　 10月
3次　11月～12月

8～9月
70（若干名）

68（若干名）

海

空
航　空　学　生

3～4月
（平成22年度）

1次　11月
最終　1月

（平成22年）

1次　10月
2次　11月

9月70    陸看　護　学　生

4月（平成22年）

1次　12月
最終　2月

（平成22年）

1次　11月
2次　12月

9月350（30）一般防衛大学校
学　　　生

11月9月9月130（10）推薦

4月（平成22年）
1次　11月
最終　2月

（平成22年）

1次　11月
2次　12月

9月85   防衛医科大学校学生

4月（平成22年）

1次　1月
（平成22年）
最終　2月

（平成22年）

1次　1月
2次　2月
（平成22年）

11～1月
（平成21年）

250　 陸
生　　　　　徒
（男　　　　子）

4月（平成22年）4月（平成22年）2月（平成22年）12～1月（平成22年）11　　　 貸　　費　　学　　生
（注）1　採用予定人員（全国）は、退職者等の状況により補充計画の変更等が生じる場合があります。
　　  2　採用予定人員欄中、（　）内は女子の採用予定人員であり、内数です。

　

全
国
健
康
保
険
協
会
が
運
営
す
る
健
康

保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
）
の
保
険
料
率
は
、

現
在
、
全
国
一
律
（
八
・
二
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
一
年
九
月
分
の

保
険
料
（
十
月
納
付
分
）
か
ら
都
道
府
県

毎
の
保
険
料
率
（
長
野
県
は
八
・
一
五
％
）

へ
移
行
し
ま
す
。

　

従
来
の
全
国
一
律
の
保
険
料
率
の
も
と

で
は
、
疾
病
の
予
防
等
の
地
域
の
取
組
み

に
よ
り
医
療
費
が
低
く
な
っ
て
も
、
そ
の

地
域
の
保
険
料
率
に
反
映
さ
れ
な
い
と
い

う
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
た
め
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、全
国
健
康
保
険
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

(  h
ttp
://w

w
w
.kyo

u
ka
ike
n
p
o
.o
r.jp

 
   
    
 
 
    
 
  
   
 
 
 
  
    

)  

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会
長
野
支
部

　

�
〇
二
六－

二
三
八－

一
二
五
一

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
の

大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

　

二
〇
一
一
年（
平
成
二
十
三
年
）七
月
二

十
四
日
ま
で
に
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送（
地

上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）は
終
了
し
ま
す
。そ
れ

以
降
は
、ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
お
使
い
の

方
は
、そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ
放
送（
デ
ジ

タ
ル
放
送
）を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た
め

に
は
、

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ

に
買
い
換
え
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
専
用

機
・
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
付
Ｄ
Ｖ

Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
）
を
買
い
足
す

※
テ
レ
ビ
一
台
ご
と
に
必
要
で
す
。

　

各
方
法
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
Ｂ
Ｓ
ア

ナ
ロ
グ
放
送
も
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
同

じ
二
〇
一
一
年
七
月
二
十
四
日
ま
で
に
終

了
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受

信
セ
ン
タ
ー

�
〇
五
七
〇－

〇
七－

〇
一
〇
一

ま
た
は

�
〇
三－

四
三
三
四－

一
一
一
一

　

平
日　

午
前
九
時
〜
午
後
九
時
ま
で

　

土
日
・
祝
日　

　
　
　
　

午
前
九
時
〜
午
後
六
時
ま
で

・
�
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.d
p
a
.o
r.jp

　
 
   
    
 
 
  
 
 
  
    

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の

お
知
ら
せ
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第第第第第第第第第第第11111111112222222222回回回回回回回回回回12回

熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊
谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷
元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
写写写写写写写写写写写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真真真真真真真真真真真
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
ココココココココココココココココココココ
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熊
谷
元
一
写
真
賞
コ
ン
ク
ー
ル

　

村
で
は
本
村
の
名
誉
村
民
で
あ
る
熊
谷
元
一
さ
ん
の
功
績
を
顕
彰
し
、
現
在
に
生

か
し
て
未
来
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
、「
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
第
十
二
回
熊
谷
元

一
写
真
賞
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
熊
谷
元
一
さ
ん
の
「
農
村
記
録
写
真
」
の
精
神
に
ひ
か
れ
た
、
四
十
三

都
道
府
県
の
三
百
十
六
人
の
方
か
ら
約
九
百
点
の
応
募
が
あ
り
、七
月
十
一
日（
土
）、

阿
智
村
観
光
セ
ン
タ
ー
（
熊
谷
元
一
写
真
童
画
館
）
に
お
い
て
、
入
選
作
品
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

阿
智
村
で
は
、
平
成
八
年
六
月
、

農
村
記
録
写
真
を
通
じ
て
心
豊
か
な

生
活
文
化
の
創
造
に
役
立
て
る
た

め
、「
農
村
記
録
写
真
の
村
」
宣
言

を
し
て
い
ま
す
。

　

芸
術
作
品
で
は
な
い
民
衆
の
生
活

を
撮
り
記
録
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
十
年
よ
り
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

十
二
回
目
と
な
る
今
回
は
、
全
国

四
十
三
都
道
府
県
の
三
百
十
六
人

の
方
か
ら
約
九
百
点
の
力
作
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

熊
谷
元
一
さ
ん
が
見
守
る
な
か

行
わ
れ
た
、伊
東
征
彦
審
査
委
員
長

を
は
じ
め
五
人
の
審
査
員
に
よ
る

審
査
の
結
果
、栄
え
あ
る「
元
一
写
真

大
賞
」に
は
、須
坂
市
の
滝
沢
康
幸
さ

ん
の
作
品「
お
久
し
振
り
」が
選
ば

れ
ま
し
た
。

〈
審
査
員
講
評
〉

　
「
笑
顔
」
の
テ
ー
マ
は
三
回
目
に

な
り
ま
す
。
二
回
目
ま
で
は
「
ハ

イ
、
笑
っ
て
」
と
い
っ
た
、
つ
く

ら
れ
た
笑
い
の
作
品
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
は
表
現
が
飛
躍

的
に
上
達
し
て
お
り
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
大
賞
に
輝
い

た
滝
沢
康
幸
さ
ん
の
「
お
久
し
振

り
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
上
位
入

賞
の
写
真
は
ス
ナ
ッ
プ
の
中
か
ら

笑
い
を
表
現
し
て
い
る
事
で
す
。
自

然
体
の
笑
顔
の
瞬
間
を
見
事
に
捉
え
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し

切
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

皆
さ
ん
は
写
真
を
撮
る
と
き
に

ど
ん
な
気
持
ち
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
り
ま
す
か
？　

大
事
な
の
は
被

写
体
と
一
体
に
な
る
事
だ
と
思
い

テ
ー
マ「
笑
顔
」

テ
ー
マ「
笑
顔
」

元一写真大賞　『お久し振り』
滝 沢 康 幸　（撮影地：長野県須坂市）

信毎賞　『帰り道』
小 林 明 義（撮影地：長野県中条村）

阿智村賞　『花畑で楽しむ』
下 平 雅 章（撮影地：長野県飯島町）
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テ ー マ 部 門
住　　　所お 名 前作　品　名

☆一般の部
○元一写真大賞

（長野県　須坂市）滝沢　康幸「お久し振り」
○阿智村賞

（長野県　飯田市）下平　雅章「花畑で楽しむ」
○信毎賞

（長野県　小布施町）小林　明義「帰り道」
○ＪＡみなみ信州賞

（静岡県　静岡市）大塚美代子「食欲旺盛」
○優良賞（2点）

（沖縄県　石垣市）中西　康治「歩いていこう」
（愛知県　名古屋町）坪井　隆喜「余裕」

○佳作（20点）
（静岡県　静岡市）松崎もりき「陽気な仲間」
（静岡県　御殿場市）佐藤　雅美「もうすぐお兄ちゃん」
（愛媛県　今治市）村上　省治「いい夢みてる」
（長野県　長野市）岩崎　紀夫「ついに、出来たなァ」
（大阪府　大阪市）鹿内　竣一「夢の世界へ」
（神奈川県　小田原市）本間　浩一「みんなでジャンプ！」
（秋田県　横手市）寺田　芳雄「朝市の学習」
（秋田県　横手市）本間　公淳「補植の頃」
（大阪府　大阪市）柳本真一郎「苔が～」
（兵庫県　西宮市）貴志　五男「大喜び」
（群馬県　館林市）松本　幸市「佳日」
（高知県　高知市）木村　　登「春ウララ」
（神奈川県　横須賀市）岡本　芳隆「笑顔いきいきと」
（長野県　飯田市）小川　茂美「笑顔」
（兵庫県　尼崎市）千葉　国男「おいしそう」
（兵庫県　川西市）向井　　寛「祝ダイヤモンド婚」
（静岡県　静岡市）松崎　淑江「里の笑顔」
（長野県　岡谷市）田中順一郎「初秋に遊ぶ」
（長野県　上田市）清水　文彦「夏だよ～」
（東京都　中野区）澤井　哲夫「ローカル線にて」

☆高校生以下の部
○飯田信用金庫賞（5点）

（山口県　周南市）岡村　智聖「我が家の床屋さん」
（兵庫県　姫路市）蔭田　　嶺「ギャルみこし」
（千葉県　鴨川市）尾野　桃子「春の陽気に誘われて」
（千葉県　鴨川市）川名　　舞「夕暮れの唄」
（長野県　阿智村）日比野結花「久々の再会」

村内撮影部門（テーマ自由）
○阿智村内撮影賞（4点）

（阿智村）熊谷　　匠「姉弟」
（阿智村）熊谷　恒彦「えい、いくぞ」
（阿智村）金田　美代「入園式の朝」
（阿智村）熊谷　勇蔵「昼神の朝市」

ま
す
。
人
間
に
は
「
五
感
」
が
あ

り
ま
す
。
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
、
身

で
す
ね
。
こ
の
五
感
で
感
じ
た
も

の
を
写
真
に
す
る
。
そ
れ
が
感
性

で
す
。
そ
し
て
五
感
は
被
写
体
に

も
あ
る
の
で
す
（
風
景
に
も
あ
る

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
）
か
ら
、
心

の
中
で
写
し
た
い
も
の
と
対
話
を

し
て
被
写
体
の
思
い
を
感
じ
と
る

こ
と
で
す
。
こ
こ
で
撮
影
者
と
被

写
体
が
一
体
に
な
り
、
よ
り
味
わ

い
深
い
写
真
の
誕
生
と
な
り
ま
す
。

次
回
の
「
の
び
の
び
と
」
に
は
、

こ
ん
な
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

【
次
回
テ
ー
マ　
「
の
び
の
び
と
」】

　

現
代
社
会
の
動
き
は
せ
わ
し
な
く
、

私
た
ち
は
常
に
何
か
に
追
い
か
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
生
活
に
ゆ

と
り
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
代
に
改
め
て
熊
谷
元
一

先
生
の
写
真
を
拝
見
す
る
と
、
そ

こ
に
は
心
が
癒
さ
れ
る
ゆ
と
り
が

あ
り
ま
し
た
。
次
回
の
テ
ー
マ
を

「
の
び
の
び
と
」
に
決
め
た
の
は
、

先
生
の
思
い
の
原
点
に
戻
っ
て
写

真
を
撮
っ
て
み
よ
う
ー
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

　

高
原
の
温
泉
で
の
行
楽
、
学
校

や
町
で
友
だ
ち
と
の
交
流
、
動
物

と
の
触
れ
合
い
、
趣
味
の
世
界
に

生
き
る
人
た
ち
、
何
気
な
い
家
庭

の
中
で
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
な
ど
ー
。

忙
し
い
生
活
の
中
に
も
ゆ
と
り
を

求
め
る
数
多
く
の
人
た
ち
の
姿
を

「
の
び
の
び
と
」
し
た
描
写
で
表
現

し
て
く
だ
さ
い
。

（
審
査
委
員
長　

伊
東
征
彦
）

優良賞　『余裕』
坪 井 隆 喜（撮影地：愛知県）

JAみなみ信州賞　『食欲旺盛』
大塚美代子（撮影地：静岡県川根本町）

優良賞　『歩いていこう』
中 西 康 治（撮影地：沖縄県竹富島）
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　お問い合わせ・申し込みは　

国民健康保健特定健康診査 

今年度は 

○受診料（個人負担分）を 無料 にします。 ○受診料（個人負担分）を 無料 にします。 
ただし、39歳以下の方は1,000円いただきます。 

受診中 
13％ 

職場等 
3％ 

受けた 
くない 
3％ 

不明 
5％ 

未回答 
21％ 

不在  1％ 

受けない 
24％ 

受ける 
54％ 

特定健診申込み状況（40～74歳国保） 

受けない理由 

未回答
（人）率受ける

（人）対象者

1854.1％60111上中関

4541.1％46112中　関

5057.4％140244駒　場

2963.6％196308伍　和

5544.2％87197智里東

1947.1％2451智里西

1352.9％72136浪　合

4054.1％72133清内路

26954.0％6971,292計

★目標の受診率は65％（平成24年までに）です。 ● ● ● ● ● ● ● ●
昨年度は30.3％で県平均の37.6％を大きく下回っています。

受診率が低いと国からの補助金が減額され、皆さんからいただいている国保税にも影響

しかねません。

★健康の第一歩が健診です。   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
病気の早期発見・早期治療で健康を守りましょう。

そのことが医療費の抑制にもつながります。

★お電話で申し込みいただけます。   ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
前回申し込みされなかった方も電話で申し込みができます。

すでに申し込みされた方は必ず健診を受けましょう。

地区別申込み状況

　保健委員さんのご協力で、8割の方からご

返答があり、54％の方が受けられるとご回

答をいただきました。

健診とりまとめ状況は

　阿智村役場民生課保健師　　電話  43－2220（内線228・229）
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健康の情報

◆水中運動（はじめてのからだづくり教室）が始まりました。

　水中運動とストレッチ、エアロバイクなどの床運動と合わせた全10

コースの短期教室が7月から始まりました。受講料は10回で6,000円、

毎週（金）午前中に行っています。今後も期間限定で行う予定ですの

で、詳しくは役場保健師（電話  43－2220）または湯ったり～な昼

神（電話 43－4311）へお問い合わせください。

◆新しい日本脳炎ワクチンについてのご案内

　この度新しい日本脳炎ワクチン（乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン）が承認され、平成21年6月2日

から接種が開始されています。新しいワクチンは定期の第1期の予防接種に使用するワクチンと定めて

います。現段階では安全性が確立されていないこと、対象者全員の必要量が確保できない等の理由で積

極的に接種を勧める状況ではありません。

　定期の予防接種対象者で、日本脳炎ワクチンの接種をこれまでに一度も受けていない3～7歳の子ど

ものうち、日本脳炎の流行域に渡航される方、蚊に刺されやすい地域や環境にある方など、日本脳炎に感

染する恐れが高い場合などで、本人や保護者が特に希望される場合には接種

を受けることができます。

※従来のマウス脳由来のワクチンをすでに接種されている場合は、新しいワ

クチンを使用することはできません。

※現在2種類のワクチンがある状態ですので、主治医によくご相談、ご確認

の上接種してください。詳しいことは役場保健師までご相談下さい。

◆家族のための精神保健福祉学習会のお知らせ

病気、薬、リハビリテーション、サービス、家族の対応方法などの学習です。

　日　時：平成21年　8月21日（金）・28日（金）・9月4日（金）…18：00～19：30

　　　　　　　　　　  9月12日（土）　　　　　　　　　　　　　   …13：30～15：30

　会　場：さんとぴあ飯田（飯田市東栄町3108－1）

　お申し込み・お問い合わせ先は　7月31日までに南信地域活動支援センターまで（電話 56－8732）

◆ひとりで悩まず相談を

○「こころの健康相談統一ダイヤル」　0570－064556　
　平日　午前9：30～午後4：00

このダイヤルは自殺予防を目的として、“死にたい”“家族や知人にそう

訴える人がいる”“身内が自死してつらい”などの自殺に関する相談を

お受けします。
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　阿智村のみなさん、こんにちは。暑い日が続きますがいかがお過ごしですか？

生徒たちも元気に学習やクラブ活動、さまざまな行事に取り組んでいます。

テーマを描きこんだアーチ

7月 25日（土） 夏期休業 
 ～8月19日（水）  
 31日（金） 中学生の体験入学 

8月 20日（木） 始業式・実力テスト 
 29日（土） PTA研修旅行 

9月 11日（金） 生徒会立会演説会 
 16日（水） 中間テスト 
 ～18日（金）  
 24日（木） 交通安全講話 

10月 2日（金） 強歩大会 
 15日（木） 2学年修学旅行 
 ～17日（土）  
 22日（木） 生徒総会 
 26日（月） 避難訓練 
 29日（木） 第2回漢字クラスマッチ 
 
 
 

2学期もよろしく
お願いします。

～応援ありがとうございます～ ～応援ありがとうございます～ 高校総体・各種大会 高校総体・各種大会 

「保育園実習」（6/19） 「保育園実習」（6/19） 2学年 総合学習の時間 2学年 総合学習の時間 

▼

智
里
東
保
育
園

▼
浪
合
保
育
園

▼

▼

女
子
バ
レ
ー
部

　
　
　

北
信
越
大
会
出
場

（
６
月　

日
）

２０

～楝物語・楝に残せ!! 青春の１ページ～ ～楝物語・楝に残せ!! 青春の１ページ～ 第52回楝祭 第52回楝祭 
　生徒会最大行事である楝祭。　生徒会総務生徒を中心に、各係、クラス、
クラブが協力して“思い出のページ”を作り上げました。

開祭式・２年人間コースによる太鼓演奏

　運動部・文化
部とも多くの部が
活躍し、よい成
績を収めることが
できました。

　村内6ヵ所の保育所で
今年もお世話になってい
ます。

クラス展示の校舎点描画(３年Ｃ組)

吹奏楽部の公開ステージ

屋台風“お祭り広場”も盛況 閉祭式・各部門優秀クラスの表彰

  前夜祭・
 クラスステージ発表
    (３年Ａ組)
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　７月１２日（日）に喬木村で行

われた、第５０回飯伊消防技術大会

において、小型ポンプ操法の部

で阿智村Ａチーム（第５分団）

とラッパ吹奏の部でラッパ部が

それぞれ優勝し、８月２日（日）

に須坂市で行われる、県大会に

出場することになりました。

　ラッパ部は５年連続、小型ポ

ンプの部では初の県大会出場と

なり、それぞれ県大会での活躍

が期待されます。

飯伊大会で優勝

　この度、議員活動

を7期28年間勤めら

れた、熊谷　操さん

（園原）と元清内路村

長の桜井久江さん（清

水）に、これまでの地

方自治への貢献に対

して、県知事表彰が

贈られました。

県知事表彰

阿智村Ａチーム
（第五分団）

ラッパ部

熊谷　操さん 桜井久江さん
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阿智の夏祭り
年　金太郎

あ
ぜ
み
ち 

あ
ぜ
み
ち 

　

よ
く
村
外
の
方
か
ら
「
地
方
新
聞
は

阿
智
村
の
新
聞
の
よ
う
だ
な
。」
と
云
わ

れ
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
阿
智
村
で
の

出
来
事
が
載
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

新
聞
記
者
が
常
駐
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
住
民
の
み

な
さ
ん
を
中
心
と
す
る
活
動
が
あ
る
か

ら
で
す
。
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
く
、

良
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
は

村
民
の
み
な
さ
ん
が
元
気
で
い
る
証
拠

で
も
あ
る
の
で
す
。

　

村
の
元
気
と
云
え
ば
、
七
月
十
二
日

に
飯
伊
消
防
技
術
大
会
で
、
第
五
分
団

が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
ラ
ッ
パ
部
が
ラ
ッ

パ
吹
奏
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し

た
。
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
村
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
日

は
清
内
路
ゆ
か
り
の
若
者
集
団
コ
モ
ン

ビ
ー
ト
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
公
民
館
で

上
演
さ
れ
、
都
会
の
若
者
五
十
人
が
会

場
い
ぱ
い
に
元
気
を
発
散
し
て
く
れ
ま

し
た
。
前
日
の
十
一
日
に
は
名
誉
村
民
の

熊
谷
元
一
先
生
百
歳
記
念
の
第
十
二
回

元
一
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
熊
谷
先
生
の
元
気
な
姿
が
ビ
デ

オ
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

経
済
不
況
と
い
う
波
が
私
達
を
お
そ
っ

て
い
ま
す
。
元
気
を
出
し
て
前
を
向
い

て
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
切
っ

て
い
き
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。（
一
）


